
住民基本台帳　（前月比）
計 41,935 （－35）
男 19,859 （－12）
女 22,076 （－23）

世帯数 18,034 （　　3）

※65歳以上人口
計 14,653人  男 6,347人  女 8,306人

平成29年11月１日現在

市民のうごき

◆徳島駅伝
◆徳島ヴォルティス「吉野川市民デー」
◆吉野川市特産品ブランド認証候補商品の募集
◆情報ひろば ～
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新
春
恒
例
の
徳
島
駅
伝
は
、
今
年
で

第
64
回
を
迎
え
、
１
月
４
日
か
ら
６

日
ま
で
の
間
、
た
す
き
を
つ
な
ぎ
力

走
し
ま
す
。
前
回
大
会
で
は
敢
闘
賞

を
受
賞
し
た
吉
野
川
市
チ
ー
ム
。

 

今
回
の
目
標
で
あ
る
８
位
入
賞
を
達

成
す
る
た
め
、
切
磋
琢
磨
し
、
選
手

一
人
一
人
の
能
力
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

 

今
年
も
、
９
月
11
日
か
ら
の
合
同
練

習
や
合
宿
を
行
う
な
ど
、
体
力
や
精

神
力
の
向
上
に
は
余
念
が
あ
り
ま
せ

ん
。
徳
島
駅
伝
で
は
、
個
々
の
力
を

結
集
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
新

春
の
阿
波
路
を
駆
け
抜
け
ま
す
。
皆

さ
ん
か
ら
の
応
援
が
選
手
へ
の
後
押

し
と
な
り
ま
す
の
で
、
沿
道
か
ら
の

温
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

郡
市
対
抗
第
64
回

徳
島
駅
伝

●問い合わせ 市生涯学習課　☎22－2271　FAX22－2270

県立川島中学校
２年

鈴木  亨佳さん

県立川島中学校
２年

佐渡  咲紀さん

市立川島中学校
２年

濱田  里桜さん

鴨島第一中学校
１年

吉岡小都里さん

鴨島第一中学校
３年

岡本    夢さん

高浦中学校
３年

鈴木  慶太さん

県立川島中学校
２年

楠木  太陽さん

県立川島中学校
３年

藤村  拓海さん

県立川島中学校
３年

結城  鷹弥さん

県立川島中学校
３年

西條  晃弘さん

県立川島中学校
３年

笠井  春輝さん

鴨島第一中学校
２年

吉岡  冬冴さん

鴨島第一中学校
３年

佐藤慎太朗さん

鴨島東中学校
１年

宮城  陽斗さん

鴨島東中学校
３年

住友  雄紀さん

川島小学校
５年

大塚  琴心さん

川田西小学校
５年

庄村  花菜さん

飯尾敷地小学校
５年

川原    紺さん

鴨島小学校
６年

五味  瑞貴さん

期待の
小・中学生
ランナー

期待の
小・中学生
ランナー

エースの大倉秀太選手から大会に向けての抱負
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●問い合わせ 市商工観光課　☎22－2226　FAX22－2237

徳島ヴォルティスホームタウンデー

　９月23日（土・祝）、鳴門・大塚スポーツパーク　ポカリスエットスタジアムにて、初の徳島
ヴォルティスホームタウンデー「吉野川市民デー」が開催されました。
　当日、ヴォルティス広場の吉野川市ブースでは吉野川市ブランド認証事業者による特産品の販売
が行われ、ヴォルタくんステージでは、鴨島鳳翔太鼓振興会による太鼓の演奏などが行われまし
た。
　また、オープニングセレモニーでは、川真田市長による挨拶や両チームへの記念品贈呈などが行
われ、ハーフタイムには、徳島ヴォルティス特別応援大使の上野優華さんとヨッピー・ピッピーに
よるステージライブも行われました。
　初の「吉野川市民デー」のFC町田ゼルビア戦は２対２の引き分けでした
が、吉野川市民をはじめ、大勢の来場者でにぎわい大盛況で幕を閉じました。

オープニングセレモニー　川真田市長挨拶

勝利を願うサポーター

鴨島鳳翔太鼓振興会による太鼓の演奏

上野優華さんによるステージショー

初「吉野川市民デー」開催!!初「吉野川市民デー」開催!!
　吉野川市ならではの魅力ある特産品（果実、野菜、加工品など）を
「吉野川市特産品ブランド」として認証しています。申請は随時受け付
けていますが、平成30年２月下旬開催予定の認証委員会での審査を希望
する場合は、次の期限までに応募してください。
　なお、応募についての詳細は、市ホームページをご覧ください。　
　
　　　主なメリット　
　　　　１）吉野川市特産品ブランド認証マークの商品への表示　
　　　　２）吉野川市特産品ブランド認証事業所物産展等出店支援補助の活用　
　　　　３）「ふるさと納税返礼品」として商品を登録（※別に申込書等必要。）

　

　応募方法　
　申請書および認証を希望する商品のパンフレットなどを
商工観光課（東館１階）に郵送または持参してください。　

　応募期限　
　平成30年１月12日（金）（必着）

　市商工観光課　☎22－2226　FAX22－2237
●問い合わせ・応募先 〒776－8611　吉野川市鴨島町鴨島115番地１

ホームページアドレス　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

ブランド認証マーク

吉野川市特産品ブランド
認証候補商品の募集について
吉野川市特産品ブランド

認証候補商品の募集について
吉野川市特産品ブランド

認証候補商品の募集について

　不
当
な
差
別
、
職
場
・
学
校
で
の

い
じ
め
、
近
隣
間
の
ト
ラ
ブ
ル
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
誹
謗
中
傷
・
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
、「
こ
れ

は
人
権
上
問
題
で
は
？
」
と
感
じ
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　全
国
各
地
の
法
務
局
で
、
職
員
や

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
相
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を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　秘
密
は
厳
守
し
、
相
談
は
無
料
で

す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
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だ
さ
い
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固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日（
賦
課
期
日
と
い
い
ま
す
）

に
、
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
方
が
、
そ
の

固
定
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村

に
納
め
る
税
金
で
す
。

　
公
平
・
適
正
な
課
税
の
た
め
、

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
申
告
や

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◆
事
業
を
行
っ
て
い
る
方

　

は
、
償
却
資
産
の
申
告
を
！

　

会
社
や
個
人
で
工
場
・
商
店
な

ど
を
経
営
し
て
い
る
方
、駐
車
場
・

ア
パ
ー
ト
な
ど
を
賃
貸
経
営
し
て

い
る
方
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の
売

電
を
し
て
い
る
方
が
、
そ
の
事
業

の
た
め
に
用
い
る
構
築
物
・
機
械

器
具
・
備
品
な
ど
の
有
形
資
産
を

償
却
資
産
と
い
い
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資
産

の
多
少
や
異
動
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お

け
る
資
産
の
状
況
等
に
つ
い
て
、

申
告
す
る
こ
と
が
地
方
税
法
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

申
告
期
間　
平
成
30
年
１
月
４
日

㈭
～
１
月
31
日
㈬

受
付
場
所　
税
務
課
（
本
館
２

階
）、
支
所
（
川
島
・
山
川
・
美
郷
）

※
申
告
書
が
必
要
な
方
は
、
税
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

◆
次
の
よ
う
な
場
合
は

　

　
届
け
出
な
ど
が
必
要
で
す

●
納
税
義
務
者
の
方
が
死
亡
さ
れ

た
場
合

　

納
税
義
務
者
の
方
が
死
亡
さ
れ

た
と
き
は
、
相
続
人
の
方
が
納
税

義
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
法
務
局
（
登
記
所
）
で
相
続

登
記
が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、

相
続
人
の
代
表
者
を
決
め
て
い
た

だ
き
、
固
定
資
産
税
を
納
め
る
方

の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
届
け
出
が
な
い
場
合
お

よ
び
相
続
人
不
明
の
場
合
は
、
調

査
に
よ
っ
て「
現
に
所
有
す
る
者
」

を
指
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

法
人
が
消
滅
し
た
場
合
も
、
同
様

の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

●
土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た

場
合

　

宅
地
課
税
さ
れ
て
い
る
土
地
は
、

そ
の
土
地
の
利
用
状
況
に
よ
っ
て

税
額
が
異
な
り
ま
す
。
店
舗
や
事

務
所
な
ど
か
ら
住
宅
に
改
築
し
た

場
合
や
、
住
宅
用
地
か
ら
住
宅
用

地
以
外
に
利
用
状
況
を
変
更
し
た

場
合
は「
住
宅
用
地
異
動
申
告
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

　

平
成
29
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合
は
、「
家
屋
取
壊
し
申

告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変
更

と
な
っ
た
場
合

　

法
務
局
で
登
記
し
て
い
な
い
家

屋
の
所
有
者
が
変
更
と
な
っ
た
場

合
は
、「
納
税
義
務
者
変
更
願
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
書

類
に
は
、
新
旧
所
有
者
の
印
鑑
登

録
証
明
書
を
添
付
し
、
実
印
を
押

印
し
て
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
へ

　

登
録
し
て
い
る
口
座
の
名
義
人

が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
、
口
座

閉
鎖
に
よ
っ
て
口
座
振
替
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
金
融
機
関
で
口

座
振
替
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

 償却資産の一例 
飲 食 店 厨房施設、カラオケセット、看板など

工 場 各種製造設備、受変電設備など

建 設 業 パワーショベル、ポータブル発電機など

理容業・美容業 理・美容いす、洗面設備、看板など

病 院 ベッド、手術台、各種医療装置など

小 売 店 商品陳列ケース、冷蔵庫、レジなど

農 業・漁 業 温室管理装置、乾燥機、ビニールハウス
など

アパート経営 アスファルト舗装、エアコン、フェンス
など

太 陽 光 発 電
太陽光パネル、架台、変電設備など
※ただし、住宅等太陽光発電設備（低圧かつ10kＷ
未満）を除く

※課税（申告）対象とならないものもあります。
　不明な場合は税務課までお問い合わせください。



●
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

　

平
成
29
年
12
月
31
日
ま
で
に
、

一
定
の
耐
震
改
修
工
事
が
行
わ
れ

た
住
宅
に
つ
い
て
、
１
２
０
㎡
ま

で
を
限
度
と
し
て
、
翌
年
度
分
の

税
額
を
１
／
２
減
額
し
ま
す
。

※
長
期
優
良
住
宅
認
定
通
知
書
の

添
付
が
あ
る
場
合
は
、
減
額
が
２

／
３
に
な
り
ま
す
。

○
家
屋
要
件

　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

所
在
す
る
既
存
の
住
宅

○
耐
震
改
修
工
事
要
件

　

現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る

50
万
円
を
超
え
る
耐
震
改
修
工
事

で
あ
る
こ
と
。　

○
減
額
申
請
手
続
き

　

次
の
関
係
書
類
を
添
え
て
改
修

工
事
後
３
カ
月
以
内
に
所
定
の
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
耐
震
基
準
適
合
証
明
書
（
建
築

営
繕
室
（
東
館
２
階
）
ま
た
は
建

築
士
等
に
よ
る
証
明
）

②
領
収
書
な
ど
の
写
し

③
平
面
図

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

　

平
成
29
年
12
月
31
日
ま
で
に
、

一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工

事
が
行
わ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
、

１
０
０
㎡
ま
で
を
限
度
と
し
て
、

翌
年
度
分
の
税
額
を
１
／
３
減
額

し
ま
す
。

※
新
築
住
宅
特
例
や
耐
震
改
修
特

例
の
対
象
年
度
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

○
家
屋
要
件

　

新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10
年
以
上

経
過
し
た
住
宅
で
次
の
全
て
に
該

当
す
る
も
の

①
床
面
積
が
50
㎡
以
上

②
居
住
部
分
の
床
面
積
の
割
合
が

１
／
２
以
上

③
貸
屋
部
分
以
外
に
居
住
部
分
を

要
す
る
こ
と

○
居
住
者
要
件

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
し

て
い
る
こ
と

①
65
歳
以
上
の
方

②
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認

定
を
受
け
て
い
る
方

③
障
が
い
者
の
方

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
要
件

　

次
の
改
修
工
事
で
、
工
事
に
要

し
た
費
用
が
補
助
金
等
を
除
き
50

万
円
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。　

①
廊
下
の
拡
幅

②
階
段
の
勾
配
の
緩
和

③
浴
室
の
改
良

④
便
所
の
改
良

⑤
手
す
り
の
取
り
付
け

⑥
床
の
段
差
の
解
消

⑦
出
入
口
の
戸
を
改
良

⑧
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

○
減
額
申
請
手
続
き

  
次
の
関
係
書
類
を
添
え
て
改
修

工
事
後
３
カ
月
以
内
に
所
定
の
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
工
事
明
細
書
の
写
し

②
領
収
書
な
ど
の
写
し

③
写
真
（
改
修
前
・
後
）

④
平
面
図

⑤
補
助
金
等
の
支
給
お
よ
び
交
付

決
定
通
知
書
の
写
し

⑥
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認

定
を
受
け
て
い
る
方
、
障
が
い
者

の
方
が
居
住
し
て
い
る
場
合
は
各

種
手
帳
の
写
し

※
工
事
内
容
を
示
す
書
類
は
、
建

築
士
、
登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関

等
に
よ
る
証
明
で
代
替
え
可
。

　

後
日
、
工
事
内
容
な
ど
を
書
類

で
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
現
地

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

●
省
エ
ネ
改
修
工
事

　

平
成
29
年
12
月
31
日
ま
で
に
、

一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工
事｢

熱
損

失
防
止
改
修
工
事｣

が
行
わ
れ
た

住
宅
に
つ
い
て
、
１
２
０
㎡
ま
で

を
限
度
と
し
て
翌
年
度
分
の
税
額

を
１
／
３
減
額
し
ま
す
。

※
長
期
優
良
住
宅
認
定
通
知
書
の

添
付
が
あ
る
場
合
は
、
減
額
が
２

／
３
に
な
り
ま
す
。

※
新
築
住
宅
特
例
や
耐
震
改
修
特

例
の
対
象
年
度
は
、
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

○
家
屋
要
件

　

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

所
在
す
る
既
存
の
住
宅
で
次
の
全

て
に
該
当
す
る
も
の

①
床
面
積
が
50
㎡
以
上

②
居
住
部
分
の
床
面
積
の
割
合
が

１
／
２
以
上

③
貸
屋
部
分
以
外
に
居
住
部
分
を

要
す
る
こ
と

○
省
エ
ネ
改
修
工
事
要
件

　

現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
す

る
次
の
改
修
工
事
で
、
工
事
に
要

し
た
費
用
が
補
助
金
等
を
除
き
50

万
円
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。　

①
窓
の
改
修
工
事
（
必
須
）

②
床
の
断
熱
改
修
工
事

③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

④
壁
の
断
熱
改
修
工
事

○
減
額
申
請
手
続
き

  

次
の
関
係
書
類
を
添
え
て
改
修

工
事
後
３
カ
月
以
内
に
所
定
の
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
証
明
書

（
建
築
士
、
指
定
確
認
検
査
機
関

ま
た
は
、
登
録
住
宅
性
能
評
価
機

関
に
よ
る
証
明
）

②
領
収
書
な
ど
の
写
し

　
問
い
合
わ
せ

市
税
務
課　

資
産
税
係

　
　
　
　
　　
☎
22

−

２
２
１
５

　
　
　
　
　　
℻
22

−

２
２
４
７

天井の断熱
外気に通じている
小屋裏

外気に接する
土間床の外周部

物置等
の天井

外気に接する床
その他の床壁

その他の土間床の外周部

（経済産業省ホームページより）

外壁の断熱

床の断熱

窓の断熱

住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
工
事
・
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

固
定
資
産
税
を
減
額
し
ま
す







　動物を飼うこと、動物たちとともに暮らしふれあうことは、心の豊かさや潤い、安らぎを
得ることができます。
　しかし、動物を飼うことは、同時に飼い主としての責任と義務が伴います。無責任な飼い
方は、周囲に迷惑となるだけではなく、動物たちも不幸にしてしまいます。
　世の中の人すべてが動物好きではありません。動物を飼うときには、万が一あなたの犬や
猫が他人に迷惑をかけたとき、責任を取るという自覚も持たなければなりません。
　飼い主すべての方が正しい飼い方をして、動物を飼うことに対する周囲の理解と協力を深
め、動物とともに楽しく暮らせる社会を共にめざしましょう。
　
① ふんの後片付けは必ずしましょう。
　 特に散歩時のふんは必ず持ち帰りましょう。
② 動物を捨てないようにしましょう。
③ 不幸な動物を作らないために、不妊手術を
　 受けさせましょう。
④ 動物にむやみに餌をあたえないようにしま
　 しょう。

　最近、犬や猫のふん害による苦情が多数寄せられています。
「田や畑だからふんは肥料になるからいいじゃないか」「河川
だからいいだろう」などの意見は、大きな間違いです。
　考えてみてください。自分の家の敷地内に犬や猫のふんが
あったらどのような気持ちになりますか？いい気分ではない

と思います。田や畑であっても他人の土地であれば同じことです。「肥料になるから」とい
うのは言い訳です。何より生のふんは植物には有害です。
　飼い主の方は、ペットを散歩させる時は、必ずふんを処理するため
のポリ袋やスコップを携帯し、必ず持ち帰ってください。
　
＊吉野川市では、「吉野川市飼い犬等のふん害の防止に関する条例」
により、悪質な飼い主に対しては条例で定められた措置を取ることが
あります。

守ってますか？  飼い主のマナー

道路や公園は犬や猫のトイレではありません
散歩に出かける前に家で済ませるしつけをしましょう。

ふんの後始末は飼い主の最低限のマナーです！

守ってますか？  飼い主のマナー

●問い合わせ　市環境企画課　☎22−2230　FAX22−2247



吉野川市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

第
13
回
吉
野
川
市
民
体
育

祭
記
念
行
事

　

10
月
９
日
体
育
の
日
、
鴨
島
体

育
館
と
鴨
島
第
一
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
吉
野
川
市
市
民
体
育
祭
記

念
行
事
（
吉
野
川
市
体
育
協
会
主

催
）
と
し
て
秋
晴
れ
の
中
「
体
力

測
定
」
と
「
介
護
予
防
体
操
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

体
力
測
定
は
、
こ
れ
か
ら
の
体

力
向
上
や
健
康
増
進
に
役
立
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
、
約

２
５
０
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鴨
島
病
院
理
学
療
法
士

の
田
村
英
司
さ
ん
か
ら
、
加
齢
に

よ
る
体
力
の
低
下
を
防
ぐ
「
介
護

予
防
体
操
」
の
講
習
が
あ
り
、
約

１
５
０
人
の
方
が
実
際
に
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
用
の
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
て

体
験
し
ま
し
た
。

 

第
14
回
吉
野
川
市
中
学

駅
伝
競
走

　

10
月
26
日
、
山
川
町
の
吉
野
川

市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
運
動
場
で
、
第

14
回
吉
野
川
市
中
学
校
駅
伝
競
走

大
会
が
行
わ
れ
、
男
子
は
６
区
間
、

女
子
は
５
区
間
で
順
位
を
競
い
ま

し
た
。

　

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
（
カ
ッ
コ
内
は
タ
イ
ム
）。

男
子

１
位　

県
立
川
島
Ａ

　
　
　
　
（
１
時
間
１
分
１
秒
）

２
位　

鴨
島
第
一
Ａ

介護予防体操

 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
キ
シ
ョ
ー

金
賞
受
賞

　

10
月
16
日
か
ら
の
３
日
間
、
東

京
都
で
開
催
さ
れ
た
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
ケ
ー
キ
シ
ョ
ー
の
ピ
エ
ス
ア
ー

テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
（
シ
ョ
コ
ラ
の

部
）
で
、
市
内
の
菓
子
工
房
に
勤

め
る
山
本
和
希
さ
ん
（
鴨
島
町
）

が
、
初
挑
戦
で
金
賞
（
全
国
第
３

位
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
キ
シ
ョ
ー
は

エ
ン
ト
リ
ー
数
が
２
０
０
０
点
を

超
え
大
手
ホ
テ
ル
な
ど
も
エ
ン
ト

リ
ー
す
る
国
内
最
大
級
の
大
会
。

　

山
本
さ
ん
は
「
手
ご
た
え
の
あ

る
作
品
を
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
た

が
、
ま
さ
か
賞
を
受
賞
で
き
る
と

は
思
っ
て
な
か
っ
た
。
朝
早
く
か

平
成
29
年
度
行
政
相
談
委
員

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　

行
政
相
談
委
員
の
䕃
山
昌
生
さ

ん
（
鴨
島
町
）
が
、
平
成
29
年
度

行
政
相
談
委
員
総
務
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

䕃
山
委
員
は
、
平
成
19
年
か
ら

10
年
に
わ
た
り
、
本
市
の
行
政
相

談
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、
吉
野

川
市
役
所
な
ど
で
の
定
例
相
談
、

ま
た
、
５
月
、
10
月
に
は
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
設
さ
れ
た

休
日
特
設
相
談
所
に
お
い
て
相
談

を
受
け
付
け
る
な
ど
、
行
政
相
談

活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

受賞された䕃山さん

ら
、
い
つ
も
支
え
て
く
れ
る
家
族

に
感
謝
し
た
い
。」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

受賞された山本さん。金賞作品（写真中央）

体力測定

　
　
　
　
（
１
時
間
２
分
43
秒
）

３
位　

市
立
川
島
Ａ

　
　
　
　
（
１
時
間
４
分
36
秒
）

女
子

１
位　

鴨
島
第
一
Ａ（
39
分
11
秒
）

２
位　

山
川
Ａ　
　
（
40
分
53
秒
）

３
位　

県
立
川
島
Ａ（
41
分
１
秒
）勢いよくスタートする選手たち先頭でゴール



広報よしのがわに関する問い合わせは市秘書広報課まで
☎22－2203　FAX22－2244

平
成
29
年
度
吉
野
川
市

表
彰
・
教
育
表
彰
式

　

11
月
３
日
、
市
役
所
本
館
に
て
、

平
成
29
年
度
吉
野
川
市
表
彰
・
市

教
育
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
表
彰
は
、
本
市
の
政
治
、
経

済
、
文
化
、
社
会
な
ど
の
振
興
に

寄
与
し
、
功
績
が
特
に
顕
著
で

あ
っ
た
方
、
市
民
の
模
範
と
認
め

ら
れ
る
行
為
が
あ
っ
た
方
を
た
た

え
る
も
の
で
す
。

　

市
教
育
表
彰
は
、
吉
野
川
市
立

小
・
中
学
校
に
長
年
に
わ
た
り
在

籍
し
、
顕
著
な
教
育
実
績
を
あ
げ

た
教
職
員
や
、
運
動
競
技
ま
た
は

研
究
・
制
作
な
ど
の
活
動
に
お
い

て
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
児
童
生

徒
を
た
た
え
る
も
の
で
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
（
敬
称
略
・
順
不
同
）。

　

市
表
彰

桒
原　
五
男
（
市
議
会
議
員
）

　

市
議
会
議
員
と
し
て
12
年
５
カ

月
の
間
、
地
方
自
治
の
発
展
伸
張

に
貢
献

上
野　
準
二
（
教
育
委
員
）

　

教
育
委
員
と
し
て
11
年
10
カ
月

の
間
、
教
育
行
政
の
振
興
に
貢
献

日
和
田　
慈
泉（
人
権
擁
護
委
員
）

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
12
年
の
間
、

人
権
教
育
の
発
展
と
振
興
に
貢
献

岸
上　
勝
（
農
業
委
員
）

　

農
業
委
員
と
し
て
12
年
１
カ
月

の
間
、
農
業
行
政
の
推
進
に
貢
献

小
林　
由
美（
地
域
審
議
会
委
員
）

　

鴨
島
地
区
地
域
審
議
会
委
員
と

し
て
11
年
11
カ
月
の
間
、
行
政
運

営
に
貢
献

和
泉　
隆
啓（
地
域
審
議
会
委
員
）

　

美
郷
地
区
地
域
審
議
会
委
員
と

し
て
11
年
11
カ
月
の
間
、
行
政
運

営
に
貢
献

内
田　
新
（
地
域
審
議
会
委
員
）

　

川
島
地
区
地
域
審
議
会
委
員
と

し
て
11
年
11
カ
月
の
間
、
行
政
運

営
に
貢
献

林　
哲
生

　

17
年
７
カ
月
の
間
、
向
麻
山
公

園
の
環
境
維
持
と
地
域
の
活
性
化

に
貢
献

原
田　
喜
美
子
（
民
生
委
員
・
児

童
委
員
）

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

18
年
７
カ
月
の
間
、
民
生
の
安
定

と
児
童
福
祉
の
向
上
に
貢
献

佐
藤　
高
由

　

公
益
の
た
め
に
多
額
の
寄
附
を

行
い
、
本
市
の
発
展
と
地
域
の
振

興
に
貢
献

石
田　
増
男

　

公
益
の
た
め
に
多
額
の
寄
附
を

行
い
、
本
市
の
発
展
と
地
域
の
振

興
に
貢
献

会
中
学
生
女
子
形
競
技
優
勝
、
第

７
回
四
国
地
区
中
学
生
空
手
道
選

手
権
大
会
女
子
個
人
形
競
技
第
３

位美
馬　
未
来
音
（
山
川
中
学
校
）

　

第
55
回
四
国
中
学
校
総
合
体
育

大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
個
人
第

３
位
（
美
馬
・
工
藤
ペ
ア
）

工
藤　
妃
衣
名
（
山
川
中
学
校
）

　

第
55
回
四
国
中
学
校
総
合
体
育

大
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
個
人
第

３
位
（
工
藤
・
美
馬
ペ
ア
）

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
（
鴨
島
第

一
中
学
校
）

　

第
71
回
徳
島
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
、
平

成
28
年
度
徳
島
県
中
学
校
新
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
優
勝
、
第
55
回

四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
第
３
位

合
唱
部
（
鴨
島
第
一
中
学
校
）

　

第
70
回
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
徳
島
県
大
会
中
学
校
の
部
金
賞
、

第
84
回
（
平
成
29
年
度
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ

全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
徳
島

県
大
会
金
賞

吹
奏
楽
部
（
鴨
島
東
中
学
校
）

　

平
成
29
年
度
第
65
回
全
日
本
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
徳
島
県
大
会
中

学
校
Ｂ
部
門
金
賞

　

市
教
育
表
彰　
　
　
　
　
　
　

前
田　
知
輝
（
西
麻
植
小
学
校
）

　

平
成
29
年
度
瀬
戸
内
海
環
境
保

全
月
間
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
最

優
秀
賞

笠
岡　
大
志
（
西
麻
植
小
学
校
）

　

第
28
回
「
全
国
児
童
水
辺
の
風

景
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
農
林
水
産
大

臣
賞
、
第
29
回
「
森
と
湖
の
あ
る

風
景
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
林
野
庁
長

官
賞

上
藤　
幸
歩
（
鴨
島
小
学
校
）

　

平
成
28
年
度
河
川
愛
護
月
間

「
絵
手
紙
」
小
学
生
低
学
年
の
部

国
土
交
通
事
務
次
官
賞

森
本　
和
瑚（
鴨
島
第
一
中
学
校
）

　

第
２
回
全
日
本
中
学
女
子
軟
式

野
球
大
会
第
３
位

原
田　
陽
向（
鴨
島
第
一
中
学
校
）

　

第
26
回
徳
島
県
空
手
道
少
年
大

防
犯
灯
寄
贈

　

四
国
電
力
株
式
会
社
か
ら
「
よ

ん
で
ん
グ
ル
ー
プ
ふ
れ
あ
い
月
間
」

行
事
の
一
環
と
し
て
、
防
犯
灯
10

基
が
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
10
日
に
は
、
市
役
所
を

訪
れ
た
森
本
鴨
島
営
業
所
長
か

ら
、
市
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

市表彰受賞者

市教育表彰受賞者目録を手渡す森本鴨島営業所長（写真右）



信
号
き　

青
で
も
車　

来
て
る
か
も

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

 

近
久　

楓
（
上
浦
小
学
校
４
年
）

「児童虐待かも？」と思ったら、迷わず児童相談所全国共通ダイヤル『189』へ連絡を!

　

11
月
５
日
、
県
立
防
災
セ
ン

タ
ー
で
、
徳
島
県
自
主
防
災
組
織

交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
、
地
域
の

防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
に
大
き

な
貢
献
を
し
た
団
体
な
ど
に
贈
ら

れ
る「
未
来
を
守
る
防
災
活
動
賞
・

自
主
防
災
組
織
部
門
」
で
児
島
自

主
防
災
会
（
川
島
町
）
が
、「
未

来
を
守
る
防
災
活
動
賞
・
未
来
を

守
る
防
災
大
賞
部
門
」
で
西
郷
自

主
防
災
・
防
犯
組
織
（
鴨
島
町
）

が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

児
島
自
主
防
災
会
は
、
地
元
の

名
産
品
を
使
っ
た
炊
き
出
し
を

行
っ
た
り
、
訓
練
で
作
成
し
た
土

の
う
を
地
区
住
民
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
し
た
り
す
る
な
ど
、
日
頃

か
ら
工
夫
を
凝
ら
し
た
防
災
活
動

を
推
進
し
て
お
り
、
そ
の
功
績
が

吉
野
川
市
文
化
祭

　

11
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
の
３

日
間
、
市
内
３
会
場
で
市
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

演
芸
の
部
で
は
、
コ
ー
ラ
ス
や

日
本
舞
踊
、
三
味
線
合
奏
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
展
示
の
部
で
は
、
生

花
、
絵
画
、
書
道
、
写
真
、
手
芸

な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ

た
市
民
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

第
85
回
四
国
菊
花
品
評
会

　

11
月
６
日
、
市
役
所
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
、
四
国
菊
花
品
評
会
の
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
設
置
さ
れ
た
花
壇
に
は
、

市
内
外
の
菊
愛
好
家
の
皆
さ
ん
が

丹
精
込
め
て
育
て
た
立
ち
菊
や
懸け

ん

崖が
い

な
ど
を
は
じ
め
、た
く
さ
ん
の
作

品
が
展
示
さ
れ
、
見
物
に
訪
れ
た

人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
11
月
22
日
に
市
役
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
）。

立
菊
12
鉢
花
壇

優
勝
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）

　
　
　
　

岸
田　
　

貢

準
優
勝
（
国
華
園
賞
）

　
　
　
　

三
好　

福
好

一
席　
　

田
村
美
津
子

優
等　
　

三
好
美
智
恵

　
　
　
　

佐
尾
山　

勝

懸
崖
花
壇

優
勝
（
徳
島
県
知
事
賞
）

　
　
　
　

佐
尾
山　

勝

福
助
花
壇

優
勝
（
徳
島
県
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

岸
田　
　

貢

準
優
勝　
志
塚　

宣
子

一
席　
　

香
川　

直
也

優
等　
　

三
好
美
智
恵

盆
栽
花
壇

第
36
回
防
火
ポ
ス
タ
ー

展
示
会
を
開
催

　

11
月
11
・
12
日
の
２
日
間
、
徳

島
中
央
広
域
連
合
消
防
本
部
で
、

第
36
回
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
示
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
会
で
は
、
小
学
４
年
生
が

描
い
た
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
す
る
と

と
も
に
、
防
火
・
防
災
意
識
啓
発

の
た
め
、
人
形
を
使
用
し
た
心
肺

蘇
生
法
の
体
験
や
、
は
し
ご
車
へ

「
未
来
を
守
る
防
災
活
動

賞
」
徳
島
県
知
事
表
彰

を
受
賞

日頃の成果を披露しました

優
勝
（
吉
野
川
市
長
賞
）

　
　
　
　

谷
澤　

秀
夫

準
優
勝　
鎌
田　

義
幸

競
技
花

優
勝
（
吉
野
川
市
議
会
議
長
賞
）

　
　
　
　

三
好
美
智
恵

準
優
勝　
大
塚　

春
幸

一
席　
　

鎌
田　

義
幸

優
等　
　

福
本　
　

博

　
　
　
　

久
保　

榮
二

　
　
　
　

香
川　

直
也

立
菊
６
鉢
花
壇

優
勝
（
吉
野
川
市
商
工
会
議
所
会

頭
賞
）　
澤
田　

恭
子

総
合
（
鴨
島
菊
友
会
会
長
賞
）

　
　
　
　

岸
田　
　

貢

の
乗
車
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
多

く
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。防火への思いをポスターに

受賞者の皆さん

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
郷
自
主
防
災
・
防
犯
組

織
は
市
内
で
最
も
早
く
自
主
防
災

組
織
を
結
成
し
、
い
ち
早
く
学
校

区
単
位
で
の
総
合
的
な
合
同
訓
練

を
実
施
す
る
な
ど
地
域
の
防
災
力

向
上
に
継
続
的
に
貢
献
し
て
い
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

受賞者の皆さん



運
転
中　

見
る
な　

さ
わ
る
な　

ケ
イ
タ
イ
電
話

《
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通
安
全
標
語
優
秀
作
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松
島　

來
美
（
牛
島
小
学
校
４
年
）

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911 ℻088（652）2327　9:00～16:00（土・日・祝日・年末年始除く）

り
よ
だ
金
年
民
国

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座

振
替
が
お
得
で
す

国
民
年
金
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

口
座
振
替
で
の
前
納
の
お
申

し
込
み
は
お
早
め
に

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

に
つ
い
て

社
会
保
険
労
務
士
会
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、

会
社
を
退
職
さ
れ
た
方
は
、
厚
生

年
金
保
険
か
ら
国
民
年
金
へ
変
更

す
る
届
出
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
会
社
を
退
職
さ
れ
た
方

に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配
偶
者
の
方

に
つ
い
て
も
、
国
民
年
金
の
種
別

変
更
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
年
金
手
帳
、
退
職
日
が
確
認
で

き
る
書
類
を
添
え
て
、
国
保
年
金

課
ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）
で
、
国
民
年
金
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
２
０
０

市
国
保
年
金
課
　

☎
22－

２
２
１
３

　
　
　
　
　
　
　

℻
22－

２
２
４
３

　
平
成
29
年
度
の
保
険
料
は
、
月

額
１
万
６
４
９
０
円
で
す
。

　
納
付
方
法
は
次
の
と
お
り
で
、

そ
の
な
か
で
も
、
保
険
料
の
納
め

忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
口
座

振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

が
便
利
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

保
険
料
の
納
付
方
法

現
金
納
付
・
口
座
振
替
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
・
電
子
納
付

　

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
に
は
、
現
金
納
付
よ

り
も
割
引
額
が
大
き
い
６
カ
月
前

納
・
１
年
前
納
・
２
年
前
納
や
、

月
々
50
円
割
引
と
な
る
早
割
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　「
２
年
前
納
」「
１
年
前
納
」

「
６
カ
月
前
納
（
４
月
〜
９
月

分
）」
で
、
平
成
30
年
４
月
以
降

の
保
険
料
を
納
付
す
る
た
め
に
は
、

平
成
30
年
２
月
28
日
（
水
）
ま
で

に
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

市
国
保
年
金
課
　

☎
22－

２
２
１
３

　
　
　
　
　
　
　

℻
22－

２
２
４
３

　
事
前
に
予
約
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン

タ
ー
徳
島
（
オ
フ
ィ
ス
）
ま
た
は

国
保
年
金
課
（
本
館
１
階
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
予
約
の
際
に
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
基
礎
年
金
番
号
、
相

談
内
容
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
ま

す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
12
月
28
日
㈭
　
午
前
10
時
〜  

午
後
３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
平
成
30
年
１
月
25
日
㈭
　
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
／
本
館
１
階
相

談
室

※

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
、

印
鑑
、
本
人
確
認
書
類
、
ね
ん
き

ん
定
期
便
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
徳
島

（
オ
フ
ィ
ス
）

　
☎
０
８
８（
６
５
７
）３
０
８
１

市
国
保
年
金
課
　

☎
22－

２
２
１
３

　
　
　
　
　
　
　

℻
22－

２
２
４
３

【
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
乗
り
換
え

　は
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
】

　
平
成
27
年
２
月
か
ら
、
大
手
電

話
会
社
が
光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
卸

売
を
開
始
し
「
転
用
」
と
い
う
簡

易
な
手
続
き
で
乗
り
換
え
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
多

く
の
事
業
者
が
光
回
線
サ
ー
ビ
ス

に
参
入
し
た
た
め
、
勧
誘
の
電
話

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
大
手
電
話
会
社
や
関
連
会
社
を

名
乗
り
「
利
用
料
が
安
く
な
る
」

な
ど
と
勧
誘
さ
れ
ま
す
が
、
実
際

に
は
関
係
の
な
い
会
社
で
あ
る
こ

と
や
、
利
用
料
が
か
え
っ
て
高
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
勧
誘
を

受
け
た
と
き
は
事
業
者
名
、
契
約

内
容
等
を
確
認
し
、
現
在
の
契
約

内
容
と
の
違
い
を
理
解
し
た
上
で

慎
重
に
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　
契
約
し
て
も
契
約
書
面
受
領
か

ら
８
日
以
内
は
、
利
用
者
の
都
合

で
契
約
を
解
除
で
き
る
「
初
期
契

約
解
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ま
で
に
か
か
っ
た
工
事
費
や

事
務
手
数
料
を
支
払
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
勧
誘
は
鵜
呑
み
に
せ
ず
、

安
易
な
契
約
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

問
い
合
わ
せ

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
総
務
課
内
）

　
　
　
　
　
　
☎
36－

１
８
４
０

　
　
　
　
　
　
℻
22－

２
２
４
４

「消費者ひろば」は、徳島県金融広報委員会の助成金を利用して作成しています。

消
費
者
ひ
ろ
ば

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

で
屋
台
を
修
繕

　

平
成
29
年
度
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
、
助
成
金
で

麻
植
市
郷
祭
屋
台
保
存
会
が
屋
台

を
修
繕
し
、
秋
祭
り
で
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

今回修繕された屋台



い
っ
し
ゅ
ん
の　

気
の
ゆ
る
み
が　

事
故
の
も
と

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

佐
藤　

優
多
（
森
山
小
学
校
４
年
）

不法投棄は大変な犯罪です!! もし不法投棄を見かけたら、ご連絡ください。
阿波吉野川警察署 ☎25－6110　市環境企画課 ☎22－2230 ℻22－2247

年
末
年
始
業
務

●
一
般
業
務

　

市
役
所
お
よ
び
各
支
所
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）
は
、
12
月
29
日
㈮
か
ら
来

年
１
月
３
日
㈬
ま
で
閉
庁
し
ま
す
。
年

末
は
12
月
28
日
㈭
ま
で
、
年
始
は
１
月

４
日
㈭
か
ら
開
庁
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

市
総
務
課　
　
　　
☎
22−

２
２
３
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−
２
２
４
４

●
戸
籍
関
係
業
務

　

戸
籍
届
出
（
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
な

ど
）
の
受
領
は
、
閉
庁
期
間
中
で
も
市

役
所
お
よ
び
山
川
支
所
で
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
29
日
㈮
か
ら
１
月
３
日

㈬
ま
で
は
、
自
動
交
付
機
（
印
鑑
登
録

証
明
書
・
住
民
票
）は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
問
い
合
わ
せ

市
市
民
課　
　
　　
☎
22−

２
２
１
０

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
５

●
ご
み
収
集
業
務

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
業
務
は
、
平

成
29
年
度
吉
野
川
市
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
の
と
お
り
収
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
29
日
㈮
午
後
か
ら
１
月

３
日
㈬
ま
で
、
市
内
各
資
源
化
ご
み
モ

デ
ル
集
積
所
は
補
修
の
た
め
使
用
を
停

止
し
ま
す
。
１
月
４
日
㈭
か
ら
は
従
来

ど
お
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

市
運
転
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　　
☎
25−

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
25−

２
１
１
２

資
源
ご
み（
び
ん
）の
出
し
方

に
つ
い
て
【
お
願
い
】

　

資
源
ご
み
（
び
ん
）
を
出
す
と
き
の

袋
は
、

□
無
色
透
明
び
ん

□
茶
色
び
ん

□
そ
の
他
の
色
付
き
び
ん

の
指
定
が
あ
り
ま
す
。
□
の
欄
に

チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
た
一
種
類
の
び
ん
を

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
共
通
専
用
ご
み
袋
に
つ
い
て

も
、□
（
び
ん
）
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
、

各
種
類
に
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

び
ん
の
口
が
透
明
（
白
色
す
り
ガ
ラ

ス
）で
あ
れ
ば
、透
明
び
ん
と
し
て
扱
っ

て
く
だ
さ
い
。

　　　

ま
た
、
指
定
以
外
の
色
の
び
ん
が
混

ざ
っ
て
い
る
場
合
は
収
集
で
き
ま
せ

ん
。　

　

そ
の
場
合
、
黄
色
の
お
知
ら
せ
シ
ー

ル
が
貼
ら
れ
ま
す
。
指
示
に
従
っ
て
出

し
直
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
化
粧
用
品
や
薬
品
の
入
っ
て
い
た

び
ん
は
、
も
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
急
ぎ
の
場
合
、
資
源
化
ご
み
モ
デ

ル
集
積
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

市
運
転
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　　
☎
25−

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
25−

２
１
１
２

市
指
定
ご
み
袋
の
料
金
改
定
に

つ
い
て

　

平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
、
も
や
せ

る
ご
み
袋
（
大
10
枚
入
り
）
を
２
０
０

円
か
ら
２
５
０
円
に
、
も
や
せ
る
ご
み

袋
（
中
10
枚
入
り
）
を
１
７
０
円
か
ら

２
０
０
円
に
料
金
改
定
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

市
運
転
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　　
☎
25−

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
25−

２
１
１
２



お
う
だ
ん
歩
道　

ゆ
ず
る
笑
顔
に　

こ
た
え
る
笑
顔

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

佐
藤　

倖
輔
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
４
年
）

がんを防ぐための 新12か条　１条　たばこは吸わない

平
成
30
・
31
年
度
測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
お
よ
び
平

成
30
年
度
建
設
工
事
（
追
加
受

付
分
）
指
名
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
に
つ
い
て

　

本
市
が
発
注
す
る
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
お
よ
び
建
設
工
事
（
追

加
受
付
分
）
の
入
札
に
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※
本
市
で
は
、
徳
島
県
と
の
共
同
受
付

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
申
請
の
際
は
、

徳
島
県
電
子
入
札
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.lg.jp/
docs/2010120700023/

徳
島
県
電
子
入
札
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://e-nyusatsu.pref.tokushim
a.jp/

jsp/contentsList.do?category=00015

　
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
７
７
６

−

８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

市
監
理
課　
　
　　
☎
22−

２
２
５
２

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
３
９

平
成
30
年
度「
物
品
購
入
等
」の

指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
受
付

　

本
市
が
発
注
す
る
物
品
購
入
等
の
入

札
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の
と

お
り
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
者
の
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
申

請
で
き
ま
せ
ん
。

○
民
法
第
20
条
第
１
項
に
規
定
す
る
制

限
行
為
能
力
者
（
未
成
年
者
、
成
年
被

後
見
人
、
被
保
佐
人
お
よ
び
第
17
条
第

１
項
の
審
判
を
受
け
た
被
補
助
人
を
い

う
）。

○
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者

受
付
期
間
・
提
出
方
法

平
成
30
年
１
月
15
日
㈪
～
２
月
28
日
㈬

　

持
参
の
場
合
は
、
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝

日
は
除
く
）

郵
送
の
場
合
は
平
成
30
年
２
月
28
日
㈬

必
着
。

有
効
期
間

　

平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
の
１
年
間

提
出
書
類

▼
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
▼
経
歴

書
▼
法
人
に
あ
っ
て
は
登
記
事
項
証
明

書
（
様
式
任
意
に
よ
る
営
業
所
一
覧
表

を
添
付
す
る
こ
と
）、
個
人
事
業
者
に

あ
っ
て
は
申
請
に
係
る
営
業
を
現
に
し

て
い
る
旨
を
証
明
す
る
書
面
お
よ
び
成

年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、
被
補
助
人

と
す
る
記
録
が
な
い
証
明
書
▼
貸
借
対

照
表
お
よ
び
損
益
計
算
書
（
個
人
事
業

者
で
あ
っ
て
青
色
申
告
を
し
て
い
な
い

方
は
、
収
入
・
支
出
の
分
か
る
も
の
）

▼
納
税
証
明
書
〔
①
法
人
税
（
ま
た
は

所
得
税
）、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
②
県
民
税
お
よ
び
事
業
税
（
県
内
に

営
業
所
な
ど
を
有
す
る
業
者
の
場
合
）

③
法
人
お
よ
び
代
表
者
・
そ
の
他
役
員

の
市
税
（
本
市
に
納
税
義
務
を
有
す
る

者
）〕
▼
印
鑑
証
明
書
▼
使
用
印
鑑
届

▼
特
約
店
ま
た
は
代
理
店
に
あ
っ
て
は
、

そ
れ
を
証
明
す
る
書
面
▼
営
業
に
関
し
、

許
可
、
認
可
な
ど
を
必
要
と
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
を
受
け
て
い
る

こ
と
を
証
明
す
る
書
面
の
写
し
▼
契
約

の
締
結
に
つ
き
支
店
、
営
業
所
な
ど
に

属
す
る
方
を
代
理
人
に
選
任
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
委
任
状
▼
誓
約
書
▼
障
害

者
優
先
調
達
推
進
法
対
象
と
な
る
施
設

等
申
告
書
（
該
当
が
あ
る
場
合
の
み
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
提
出
書
類
は
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
つ
づ
り

と
し
、
写
し
可
。
た
だ
し
、
申
請
書
、

個
人
事
業
者
に
係
る
営
業
証
明
書
お
よ

び
誓
約
書
、
使
用
印
鑑
届
、
委
任
状
に

つ
い
て
は
原
本
と
し
ま
す
。
ま
た
、
各

証
明
書
類
は
申
請
書
提
出
時
の
直
前
３

カ
月
以
内
発
行
の
も
の
と
し
ま
す
。

受
理
票

　

郵
送
の
場
合
は
、返
信
用
は
が
き（
あ

て
名
記
載
済
み
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、
管
財
シ
ス
テ
ム
課
（
本

館
３
階
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

〒
７
７
６

−

８
６
１
１

吉
野
川
市
鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

市
管
財
シ
ス
テ
ム
課
管
財
係

　
　
　
　
　
　
　　
☎
22−

２
２
３
４

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/docs/2017111400016/



こ
の
ぐ
ら
い　

ゆ
る
ん
だ
心
が　

じ
こ
の
も
と

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

坂
野　

紅
巴
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
４
年
）

がんを防ぐための 新12か条　２条　他人のたばこの煙をできるだけ避ける

山
川
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
外
壁

等
改
修
工
事
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
２
月
末
ま
で
外
壁
な
ど
の

改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

工
事
中
、
当
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
さ

れ
る
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ

市
山
川
支
所　
　　
☎
42−

４
１
１
２

　
　
　
　
　
　
　　
℻
42−

４
４
９
９

使
用
予
定
の
無
い
墓
地
区
画
の

変
換
な
ど
つ
い
て

　

市
有
墓
地
区
画
を
占
有
（
永
代
使
用

権
を
取
得
）
し
て
い
る
方
で
、
改
葬
な

ど
に
よ
り
、
今
後
使
用
予
定
の
無
い
墓

地
区
画
を
放
置
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
墓
地
区
画
の
使
用
予
定

の
無
い
場
合
は
、
必
ず
墓
地
返
還
届
を

環
境
企
画
課
（
本
館
２
階
）
に
提
出
し
、

墓
石
な
ど
を
撤
去
・
整
地
し
た
後
に
市

に
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
近
年
適
正
管
理
さ
れ
て
い
な

い
墓
地
区
画
が
あ
り
ま
す
。
占
有
者
が

責
任
を
持
っ
て
供
え
物
の
処
理
お
よ
び

雑
草
な
ど
の
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ

市
環
境
企
画
課　　
☎
22−

２
２
３
０

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
７

「
近
久
児
童
館
」の
指
定
管
理
者

募
集

　
「
近
久
児
童
館
」
の
指
定
管
理
者
の

候
補
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

吉
野
川
市
内
に
事
業
所
を

置
く
法
人
ま
た
は
団
体

指
定
管
理
期
間

平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
35
年
３
月

31
日
（
５
年
間
）

募
集
期
間　

12
月
13
日
㈬
～
平
成
30
年

１
月
10
日
㈬

応
募
方
法　

募
集
要
項
に
定
め
る
応
募

書
類
を
提
出

※
募
集
要
項
は
、
子
育
て
支
援
課
（
本

館
１
階
）
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
で
き
ま
す
。

【
応
募
説
明
会
】

と
き　

12
月
22
日
㈮　

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所
事
務
協
議
室
21
（
東

館
２
階
）

【
施
設
見
学
会
】

と
き　

12
月
22
日
㈮　

説
明
会
終
了
後

と
こ
ろ　

当
該
施
設

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
子
育
て
支
援
課　
☎
22−

２
２
６
６

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jpフ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
と
は
、「
子
ど
も
を
預
か
っ
て
欲

し
い
人
」
と
「
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と

が
で
き
る
人
」
が
お
互
い
に
助
け
合
う

会
員
組
織
で
、
保
育
施
設
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
一
時
的
・
突
発
的
な
育
児
の

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
会
員
相
互
の
信
頼

と
了
解
に
よ
る
援
助
に
よ
り
、
仕
事
と

育
児
の
両
立
を
応
援
す
る
事
業
で
す
。

　

本
市
で
は
こ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

会
員
以
外
の
方
か
ら
の
依
頼
に
は
お

応
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
種
別

○
依
頼
会
員
（
子
ど
も
を
預
か
っ
て
欲

し
い
人
）

○
提
供
会
員
（
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と

が
で
き
る
人
）

○
両
方
会
員
（
援
助
の
依
頼
も
提
供
も

し
た
い
人
）

報
酬
基
準
（
１
時
間
）

○
月
曜
日
～
金
曜
日
午
前
７
時
か
ら
午

後
９
時
ま
で　
　
　
　
　
　

７
０
０
円

○
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年

末
年
始
な
ら
び
に
右
記
以
外
の
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
０
０
円

　
問
い
合
わ
せ

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
ち
び
っ
こ
ド
ー
ム
内
）

　
　
　
　
　
　
　　
☎
25−

６
６
１
６

　
　
　
　
　
　
　　
℻
25−

６
６
１
７

市
子
育
て
支
援
課　
☎
22−

２
２
６
６

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
４
５



あ
ぶ
な
い
よ　

そ
の
１
秒
が　

命
と
り

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

後
藤
田　

琴
音
（
西
麻
植
小
学
校
４
年
）

がんを防ぐための 新12か条　３条　お酒はほどほどに

生
涯
学
習
講
座
〜
ド
キ
ド
キ

チ
ャ
レ
ン
ジ
〜
受
講
生
募
集

★
楽
し
く
作
っ
て
認
知
症
予
防
〜
ク
リ

ニ
カ
ル
ア
ー
ト
体
験
〜

　

無
病
息
災
を
願
い
、
節
分
の
鬼
の
顔

の
レ
リ
ー
フ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

と
き　

平
成
30
年
１
月
23
日
㈫　

午
後

１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館
２
階
研
修
室

※
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
。

講
師　

平
木　

伊
勢
世
さ
ん

受
講
料　

無
料

材
料
費　

６
０
０
円

対
象
者　

本
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

定
員　

15
人

申
込
期
限　

平
成
30
年
１
月
17
日
㈬
ま

で　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

川
島
公
民
館　
　

☎
・
℻
25−
２
１
８
０

〜
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば
〜

☆
親
子
料
理
教
室
参
加
者
募
集

と
き　

平
成
30
年
１
月
27
日
㈯　

午
前

10
時
～
午
後
１
時
（
終
了
予
定
）

と
こ
ろ　

鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　

６
組

メ
ニ
ュ
ー　

チ
ー
ズ
リ
ゾ
ッ
ト
・
温
野

菜
と
鶏
胸
肉
の
サ
ラ
ダ
・
パ
ン
ケ
ー
キ

参
加
費　

無
料

対
象
者　

本
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
小

学
生
（
兄
弟
姉
妹
）
と
親

※
調
理
台
の
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
関
係
上
、

１
組
に
つ
き
親
子
で
３
人
ま
で

持
参
物　

エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
用
タ
オ

ル
な
ど

申
込
締
切　

平
成
30
年
１
月
15
日
㈪

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
生
涯
学
習
課　　
☎
22−

２
２
７
１

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
７
０

地
域
支
え
合
い
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
【
参
加
無
料
】

　
「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自

分
ら
し
く
生
き
生
き
と
豊
か
に
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地

域
」
の
実
現
に
向
け
て
「
い
ま
自
分
た

ち
に
何
が
で
き
る
の
か
？
」
地
域
住
民

一
人
ひ
と
り
が
主
役
と
な
れ
る
「
支
え

合
い
・
助
け
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

つ
い
て
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
行
政
説
明

　

吉
野
川
市
の
現
状
と
課
題

○
講
演                                      

『
助
け
合
い
を
広
め
る
鍵
と
方
策
』

講
師　

公
益
財
団
法
人
さ
わ
や
か
福
祉

財
団　

会
長　

堀
田　

力　

氏

○
活
動
報
告

　

市
内
グ
ル
ー
プ
の
活
動
報
告

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
今
こ
そ
、助
け
合
い
を
広
げ
る
と
き
」

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

　

川
真
田
哲
哉
（
吉
野
川
市
長
）

パ
ネ
リ
ス
ト

　

原
田
喜
美
子
氏
（
森
山
地
区
介
護
予

防
サ
ポ
ー
タ
ー
代
表
）

　

犬
伏　

正
春
氏
（
川
田
西
ふ
れ
あ
い

い
き
い
き
サ
ロ
ン
代
表
）

　

安
田　

進
氏
（
美
郷
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
）

と
き　

平
成
30
年
１
月
21
日
㈰　

午
後

１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館
（
江
川
わ
く
わ

く
ホ
ー
ル
）

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
介
護
保
険
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）　
　
　
　　
☎
22−

２
２
６
５

　
　
　
　
　
　
　　
℻
22−

２
２
６
０

写
真
展
の
ご
案
内

　

川
島
公
民
館
に
お
い
て
阿
部
和
剛
さ

ん
写
真
展
「
美
し
い
ふ
る
さ
と　

誇
れ

る
ふ
る
さ
と
」
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

平
成
30
年
１
月
５
日
㈮
～
２
月

９
日
㈮

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館
１
階
ホ
ー
ル

　
問
い
合
わ
せ

川
島
公
民
館　
☎
・
℻
25−

２
１
８
０



ヘ
ル
メ
ッ
ト　

命
を
守
る　

レ
ス
キ
ュ
ー
隊

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

森
本　

ゆ
う
ひ
（
鴨
島
小
学
校
４
年
）

がんを防ぐための 新12か条　４条　バランスのとれた食生活を

ノロウイルスによる
食中毒を予防しましょう
  ノロウイルスによる食中毒が多発
する時期になりました。
　ノロウイルスは手指や食品などを
介して、経口で感染し、ウイルス
が体内に取りこまれてから、24 ～
48時間でおう吐、下痢、腹痛など
を起こします。　
　健康な方は軽症で回復しますが、
子どもやお年寄りなどでは重症化し
たり、吐ぶつを誤って気道に詰まら
せて死亡することがあります。
　食中毒予防のポイントを守って食
中毒を予防しましょう。
食中毒を防ぐポイント
○手洗い
　手洗いが食中毒予防の基本であり
最も重要な方法です。調理の前や食
事の前、トイレの後には、液体石け
んをよく泡立ててからこすり洗いを
し、流水でよくすすぎましょう。二
度洗いを行うとより効果的です。
○加熱
　カキなどの二枚貝の内臓にはノロ
ウイルスがたまることがあるため、
生や加熱不足のままで食べると食中
毒になる可能性があります。食材の
中心まで十分に加熱するように調理
しましょう。食材の中心温度が85
～ 90℃になってから90秒間以上
加熱することでウイルスを殺すこと
ができます。
○食器や調理器具の消毒
　消毒は次亜塩素酸ナトリウム（塩
素系漂白剤）や熱湯消毒が効果的で
す。
　次亜塩素酸ナトリウムで食器や調
理器具の消毒をする場合は濃度を
0.02％に薄めて使用します。熱湯
で食器や調理器具の消毒をする場合
は85℃以上の温度が１分間持続す
るようにします。
　アルコール消毒剤や逆性石けんは
ノロウイルスにはあまり効果があり
ません。
次亜塩素酸ナトリウムの薄め方
　発売されている次亜塩素酸ナトリ
ウム溶液は製品ごとに濃度が違いま
すので、薄める前に製品ラベルに記
載されている濃度を確認し、正しい
濃度になるように薄めましょう。
　濃度が１％の製品は50倍に、濃
度が５％の製品は250倍に、濃度
が６％の製品は300倍に薄めるこ
とで0.02％の次亜塩素酸ナトリウ
ム溶液を作ることができます。
問い合わせ
吉野川保健所　生活衛生担当
☎0883（36）9017
℻0883（22）1760

巡回職業相談
対象者　職業相談希望の方
内容　県内求人情報の提供と職業相
談、職業についての知識や就職の心
構えについて指導
※雇用保険の受け付けは行いません。

【川島】
とき　平成30年１月10日㈬
　　　午後１時30分～２時30分
ところ　こだま会館

【山川】
とき　平成30年２月５日㈪
　　　午前10時～ 11時30分
ところ　八坂会館
問い合わせ
ハローワーク吉野川
☎24−2166　℻22−0410

働くことを希望する若者の
就労・悩み相談
　働くことを希望している15歳～
39歳までの若者を対象に、これから
のことを一緒に考えます。子どもの
自立に悩む家族の相談も実施します。
　相談は無料で、秘密は厳守します
ので、気軽にご相談ください。
※事前に予約が必要です。
とき　
○12月22日㈮　　午後１時～４時
○平成30年１月24日㈬
　　　　　　　　　午後１時～４時
ところ　ハローワーク吉野川
　　　　２階会議室
問い合わせ
あわ地域若者サポートステーション
☎088（637）7553
℻088（696）2510

徳島中央広域連合からの
お知らせ
（平成30年度指名競争入札参加申請受付）
　徳島中央広域連合が発注する建設
工事、測量・コンサルタント等およ
び物品購入等の入札に参加を希望さ
れる方は、申請の手続きをしてくだ
さい。
受付期間　平成30年１月15日㈪～
２月28日㈬必着（郵送可）
有効期間　平成30年４月１日から
平成31年３月31日までの１年間
種類　建設工事、測量・建設コンサ
ルタント等、物品購入等
※詳しくは、徳島中央広域連合ホー
ムページをご確認ください。
問い合わせ・提出先
〒776−0013
吉野川市鴨島町上下島21番地１
徳島中央広域連合　事務局総務課
☎22−2255　℻22−2055
ホームページアドレス
http://www.tcu.or.jp/

放送大学
４月生募集のお知らせ
　放送大学では、平成30年度第１
学期（４月入学）の学生を募集して
います。
　放送大学は、テレビ、ラジオ、イ
ンターネットなどを利用して学ぶ通
信制の大学です。
　心理・福祉・経済・歴史・文学・
情報・自然科学など、幅広い分野を
学べます。
　資料を無料で差し上げていますの
で、お気軽にご請求ください。放送
大学ホームページでも受け付けてい
ます。
出願期間　平成30年３月20日㈫
まで
問い合わせ
放送大学徳島学習センター
☎088（602）0151
℻088（602）0152

平成29年度徳島県狩猟
免許試験のお知らせ
とき　平成30年１月28日㈰
　　　午前10時
ところ　徳島県徳島合同庁舎（徳島
市新蔵町一丁目67番地）
試験科目　知識試験、適性試験、技
能試験
申請書提出期限
平成30年１月15日㈪まで
受付時間　午前８時30分～午後５時

（月～金曜日）
※他市町村に住所を有する方は、申
込先および試験場所が異なる場合が
あります。
問い合わせ・申し込み
徳島県東部農林水産局
林業振興担当
☎088（626）8583
℻088（626）8736
市農業振興課
☎22−2228　℻22−2237

第201回まちかどコンサート
クリスマスチャリティーコンサート
出演者　ＳＫＡＹＪＲ（ポップス）、
いしかわじゅんや（キーボード弾き
語り）、井上バンド（ポップス）、Ａ
１ｃ（フォーク）
とき　12月17日㈰　午後１時～４
時
ところ　ＪＲ鴨島駅前老人ホームあ
けわ敷地内（雨天決行）

連絡先
まちかどコンサート実行委員会
☎24−2400　℻24−3725（鎌田）



ゆ
ず
り
あ
い　

心
に
え
が
お　

な
く
す
じ
こ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

阿
部　

心
愛
（
知
恵
島
小
学
校
４
年
）

がんを防ぐための 新12か条　５条　塩辛い食品は控えめに

　○第７回合同茶会・いけばな展
とき　平成30年２月11日㈰㈷～
12日㈪（振替）　午前10時～午後４時
ところ　文化研修センター
　　　　（多目的ホール・ロビー）
　８流派のいけばなの展示と、合同
茶会はロビーでの呈茶があります

（茶券300円）
　○一日体験講座
★木彫　～表札を彫る～
とき　平成30年２月12日㈪（振替）
　　　午後１時～４時30分
ところ　文化研修センター
　　　　（研修室４）
講師　海原　敏文さん
　　　（絵手紙講座講師）
　　　武市　鳴雲さん
　　　（文化協会顧問）
参加費　500円（表札代）
定員　15人（小学４年生以上）
準備物　彫刻刀・新聞紙・古タオル
※窓口で彫る文字（姓や好きな文字 
１～２文字）をお伝えください。表
札板も選ぶことができます。

問い合わせ
文化研修センター
☎22−0015　℻22−0016

文化研修センター通信
　○文化講演会
とき　平成30年１月14日㈰
　　　開場　午後１時　　　
　　　開演　午後１時30分
ところ　鴨島公民館
　　　　（江川わくわくホール）
入場料　1,000円（当日1,200円）
講師　蓮池　薫さん
 

演題　「夢と絆」
　～拉致の実態と被害者救出の道～
チケット取り扱い
文化研修センター、鴨島公民館、吉
野川市アメニティセンター、宮脇書
店鴨島店、山本書店
　○吉野川市・阿波市二市絵画交流展
とき　平成30年２月２日㈮～４日
㈰　午前９時～午後５時（最終日は
午後４時まで）
ところ　文化研修センター
　　　　（多目的ホール）

　　　午前10時～ 11時30分
○健康セミナー
～認知症予防のための
　　　　　毎日の脳トレ～
とき　平成30年１月17日㈬
　　　午後３時～４時
○ＦＰから学ぶ「くらしとお金」
～今更聞けない社会保険の手続きあ
れこれ～
とき　平成30年1月20日㈯
　　　午前10時～ 11時30分
★募集
○白菜キムチづくり
とき　２月１日㈭　午前10時から
定員　10人
材料費　約800円
受付開始日　平成30年１月６日㈯　
○子どものスマイル写真大募集！
　平成30年２月１日㈭～３月25
日㈰まで公民館にて展示します。
写真の大きさ　２Ｌサイズ
募集期間　平成30年１月15日㈪
まで
※写真はお返しできません

問い合わせ・申し込み
鴨島公民館
☎24−5111　℻24−5113

優良運転者表彰の募集に
ついて
　徳島県交通安全協会では、協会の
会員を対象に、長年にわたり無事故･
無違反で交通規則をよく守り、常に
安全運転に心がけ、ほかの運転者の
模範となる方の表彰を行います。
　表彰は、それぞれ15年以上、20
年以上、30年以上の無事故、無違
反の方とします。
　該当する方は、平成30年１月19
日㈮までに当協会に申し込みくださ
い。

問い合わせ・申し込み
吉野川市交通安全協会（阿波吉野川
警察署内）
☎25−6110　℻25−6133

阿波吉野川警察署だより
年末特別警戒
実施期間　12月１日㈮～ 31日㈰
　年末は、各種犯罪や交通事故の多
発が予想され、これを未然に防止す
るため、毎年12月に「年末特別警
戒」が実施されます。

活動の重点
○金融機関などを対象とした、強盗

事件などの未然防止活動の強化
○特殊詐欺撲滅対策の推進
○地域の犯罪情勢に即した、効果的

な犯罪抑止対策の推進
○暴力団総合対策の推進
○少年非行防止活動の推進
○交通事故防止活動の推進
○雑踏事故の防止
　この年末特別警戒は、県民生活の
安全と平穏を確保することを目的と
して実施され、地域の安全を守る会、
子ども110番の家、青パト実施団
体、防犯協会、交通安全協会、自治
体、自治会などの地域安全活動を行
う関係団体との連携を図り、自主防
犯意識の高揚と各種自主防犯活動を
行っています。

問い合わせ
阿波吉野川警察署
☎25−6110　℻25−6133
鴨島町交番　☎24−2331

鴨島公民館だより
★江川わくわくホールイベント案内
○第９回伝統芸能の祭典
　台風による延期となっていた日程
が決まりました。
とき　12月24日㈰　
開演　午後１時
入場料　無料
出演　８団体、和傘の展示有り
★講座案内（参加費無料）
○知って役立つ講座
～高齢者の健康を保つ工夫と栄養～
とき　12月20日㈬
　　　午後１時30分～２時45分
○元気づくり体操
～ことばの体操～
とき　12月21日㈭
　　　午後１時30分～３時
○子どもえいが会　
～フランダースの犬～　
とき　12月23日㈯㈷
　　　午前10時30分
○そこがもっと知りたい
～年金生活と相続節税生命保険～
とき　12月25日㈪
　　　午後１時30分～２時45分
○歴史
～忌部最新研究報告　大嘗祭と阿波
忌部～
とき　平成30年１月13日㈯

お
し
え
て
!!
　歯
医
者
さ
ん

第
20
回

妊
娠
時
の
歯
科
治
療

も
に
影
響
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

妊
娠
中
は
精
神
面
が
不
安
定
な
の

で
、
神
経
性
シ
ョ
ッ
ク
や
過
換
気

症
候
群
を
起
こ
し
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
血
管
収

縮
剤
の
入
っ
て
い
な
い
麻
酔
薬
を

選
ん
で
使
用
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｑ
３
．
お
薬
は
飲
ん
で
も
大
丈

夫
で
す
か
？

　
Ａ
３
．
妊
娠
４
〜
７
週
は
と
て

も
危
険
で
す
。
ど
う
し
て
も
必
要

な
場
合
は
か
か
り
つ
け
の
産
婦
人

科
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

　
Ｑ
４
．
抜
歯
は
で
き
ま
す
か
？

　
Ａ
４
．
原
則
、
妊
娠
中
は
抜
歯

を
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ど
う
し

て
も
必
要
な
場
合
は
妊
娠
中
期
に

行
い
ま
す
。

　
Ｑ
５
．
妊
娠
中
に
な
り
や
す
い

お
口
の
病
気
は
あ
り
ま
す
か
？ 

　
Ａ
５
．
妊
娠
中
は
歯
ぐ
き
が
腫

れ
た
り
歯
周
病
が
進
行
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
放
置
し
て
お

く
と
、
早
産
や
低
体
重
児
出
産
を

起
こ
す
リ
ス
ク
が
7.5
倍
に
な
る
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
か
か
り
つ

け
歯
科
医
で
の
ケ
ア
を
お
勧
め
し

ま
す
。

【
吉
野
川
市
歯
科
医
師
会
】

　
お
口
の
質
問
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
下
記
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

質
問
　

　
私
は
妊
娠
20
週
の
妊
婦

で
す
。
奥
歯
に
冷
た
い
物
が
し
み

て
痛
い
の
で
す
が
、
歯
医
者
さ
ん

で
は
治
療
を
し
て
も
ら
え
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　

回
答
　

　
妊
娠
初
期
（
15
週
ま

で
）
と
妊
娠
後
期
（
28
週
以
降
）

は
、
で
き
る
だ
け
応
急
処
置
に
留

め
ま
す
。
妊
娠
中
期
（
16
週
〜
27

週
）
で
あ
れ
ば
通
常
の
歯
科
治
療

が
ほ
ぼ
可
能
と
な
り
ま
す
の
で
、

妊
娠
何
週
目
か
を
歯
科
医
に
お
伝

え
下
さ
い
。

　
こ
こ
か
ら
は
歯
科
治
療
の
際
、

妊
婦
さ
ん
か
ら
よ
く
あ
る
質
問
に

対
し
て
お
答
え
し
ま
す
。

　
Ｑ
１
．
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
は

撮
っ
て
も
胎
児
に
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
Ａ
１
．
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
は
放

射
線
の
こ
と
が
気
に
な
る
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は

防
護
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
て
い
れ
ば

大
丈
夫
で
す
。
特
に
診
断
に
必
要

な
場
合
に
は
撮
影
し
ま
す
。

　
Ｑ
２
．
麻
酔
は
し
て
も
大
丈
夫

で
す
か
？

　
Ａ
２
．
基
本
的
に
は
通
常
の
麻

酔
量
で
の
使
用
は
母
体
・
胎
児
と

●お口の質問について（窓口）●
市秘書広報課　メールアドレス hishokouhou@yoshinogawa.i-tokushima.jp　FAX 22-2244
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落
合　

恵
理
佳
（
川
島
小
学
校
４
年
）

がんを防ぐための 新12か条　６条　野菜や果物は豊富に
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●お口の質問について（窓口）●
市秘書広報課　メールアドレス hishokouhou@yoshinogawa.i-tokushima.jp　FAX 22-2244

〈人　　　権　　　相　　　談〉

平成30年１月16日㈫ 13:30〜16:00 交流センター１階和室

平成30年１月23日㈫ 13:30〜16:00 山川公民館研修室３

〈行　　　政　　　相　　　談〉

12月21日㈭ 13:00〜16:00 美郷支所会議室

平成30年１月９日㈫ 13:00〜15:30 川島公民館会議室

平成30年１月11日㈭   9:00〜12:00 市役所本館１階相談室　

平成30年１月15日㈪ 10:00〜12:00 山川公民館研修室１

〈司法書士会による無料法律相談〉

12月15日㈮ 10:00〜12:00 市役所本館１階相談室

平成30年１月19日㈮ 10:00〜12:00 市役所本館１階相談室

火　災

９
月 １件

累
計 ９件

救急出動

９
月

151
件

累
計

1,473
件

※
累
計
は
平
成
29
年
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

今
月
の
税

市
・
県
民
税
　
　
　
　
　
　
　
　
３
期

納
期
限
　
　
　
　
　
　
　
　
12
月
25
日
㈪

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

と　

き　

12
月
24
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館
１
階
相
談
室

内　

容　
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
相
談

　
問
い
合
わ
せ

市
税
務
課　
　　
　
　
　

☎
22−

２
２
１
５

　

℻
22−

２
２
４
７

市
国
保
年
金
課　
　
　
　

☎
22−

２
２
１
３

℻
22−

２
２
４
３



飛
び
出
す
な　

ボ
ー
ル
は
買
え
て
も　

命
は
買
え
な
い

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

上
村　

俊
介
（
学
島
小
学
校
４
年
）

がんを防ぐための 新12か条　７条　適度に運動

社
会
全
体
で
介
護
保
険
を
支
え
て
い
ま
す

　

40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
介
護
保

険
料
（
以
下
「
保
険
料
」）
は
、
介
護
保

険
を
運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
の
一

部
と
な
り
ま
す
。

　

40
歳
か
ら
64
歳
の
方
（
第
２
号
被
保
険

者
）
の
保
険
料
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療

保
険
の
算
定
方
式
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
は
、
市
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
賄
え
る
よ
う
に
算

出
さ
れ
た
「
基
準
額
」
を
も
と
に
、
本
人

の
収
入
や
所
得
、
世
帯
の
課
税
状
況
で
決

ま
り
ま
す
。
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
見
直

さ
れ
、
次
回
は
平
成
30
年
度
に
改
定
さ
れ

ま
す
。

保
険
料
を
滞
納
す
る
と

　

保
険
料
の
滞
納
が
続
く
場
合
、
未
納
期

間
に
応
じ
て
給
付
が
一
時
差
し
止
め
に

な
っ
た
り
、
利
用
者
負
担
が
３
割
に
な
っ

た
り
す
る
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

○
１
年
間
滞
納
し
た
場
合

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
、

い
っ
た
ん
利
用
料
の
全
額
を
自
己
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

○
１
年
６
カ
月
滞
納
し
た
場
合

　

市
か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
は
ず
の
給
付
費

の
一
部
ま
た
は
全
部
を
、
一
時
的
に
差
し

止
め
る
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
な

お
、
滞
納
が
続
く
場
合
は
、
差
し
止
め
ら

れ
た
額
か
ら
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

○
２
年
以
上
滞
納
し
た
場
合

　

保
険
料
の
未
納
期
間
に
応
じ
て
、
本
来

１
割
ま
た
は
２
割
で
あ
る
利
用
者
負
担
が

３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
り
、
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
等
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

人
を
み
ん
な
で
支
え
る
制
度
で
あ
り
、
医

療
保
険
同
様
、
利
用
し
な
い
か
ら
と
い
っ

て
保
険
料
を
お
返
し
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●問い合わせ　市介護保険課介護保険係　☎22−2264　FAX22−2260

　要支援・要介護の認定には有効期間があり、
期間を過ぎても引き続き介護サービスが必要
な方は、更新手続きが必要ですが、介護サービ
スを利用する予定のない方は更新手続きをしな
いで、必要になった時点で申請することもでき
ます。
　１回の認定には、約１万２千円の費用がかか
り、税金で賄われています。
　利用される方の環境や身体の状態にあった
サービスが適切に受けられるよう、必要時の申
請にご協力をお願いします。

みんなで支えよう
～介護保険～
みんなで支えよう
～介護保険～

　介護保険のサービス費用は、税金や40歳以上の方に納め
ていただく保険料で賄われています。
　サービス費用の増加は保険料の増額につながりますので、
適切なサービスの利用をしましょう。

第３回　介護サービスと保険料

　介護サービスを利用されている方が事業者や
施設に支払っているのは利用料の１割または２
割です。残りの９割または８割は、保険料や税
金から支払われています。
　介護サービスは、介護を必要とするように
なっても、自立した生活を送ることができるよ
うに、必要なサービスを提供する制度です。自
分がしてほしいことすべてが介護保険のサービ
スでかなえられるわけではありません。
　「便利だからしてほしい」ではなく、自分で
できることは自分でするように心掛けましょう。
　皆さんの大切な保険料や税金で賄われている
制度です。大事に利用しましょう。

必要なサービスを利用しましょう

必要な時に申請をしましょう
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がんを防ぐための 新12か条　８条　適切な体重維持

　平成28年度の本県の自殺者は141人と、全国で３番目に少ない数となりましたが、目標に掲げ
る「自殺者ゼロ」にはまだまだ遠い状況です。
　自殺未遂者は、自殺者の10倍と言われており、また自殺や自殺未遂によって、周囲の人々も心
理的に大きな影響を受けるなど、深刻な社会問題となっています。
　年間の自殺者数を分析したところ、近年は「健康問題」が最も多く、健康問題の内訳をみてみる
と、最も多いのが「うつ病」です。また、うつ病に罹

り
患
かん

しながら自殺したその約60％のうち、70
～ 80％は専門機関での治療を受けていなかったということもわかっています。そのため、うつ病
のサインを見逃さず、早期に対応することが大切です。

　うつ病の自己チェック
　　□　毎日の生活に充実感がない
　　□　これまで楽しんでやれていたことが、楽しめなくなった
　　□　以前は楽にできていたことが、今ではおっくうに感じられる
　　□　自分が役に立つ人間だと思えない
　　□　わけもなく疲れたような感じがする

　
　上に掲げた状態のうち２項目以上が２週間以上、ほとんど毎日続いて、そのためにつらい気持ち
になったり毎日の生活に支障が出たりしている場合にはうつ病の可能性があります。該当した方は、
医療機関や保健所、保健福祉センターなどに相談しましょう。
　この他に、眠れなくなったり食欲がなくなったりすることもよくありますので、そうした状態が
長く続く場合には、うつ病の可能性も考えてみてください。

参考資料：うつ状態のスクリーニングとその転機としての　　　　　
　　自殺の予防システム構築に関する研究総合研究報告書より

　相談窓口
心の悩み・不安に関すること
　◎とくしま自殺予防センター
　　　　　　　☎088−602−8911　[午前９時～午後４時／月～金（土・日・祝日・年末年始除く）]
　◎吉野川保健所
　　　　　　　☎0883−24−1114　[午前8時30分～午後5時／月～金（土・日・祝日・年末年始除く）]
　◎いのちの希望
　　　　　　　☎088−623−0444　[24時間（年末年始除く）]
　◎精神保健福祉センター
　　　　　　　☎088−602−8911　[午前９時～午後４時／月～金（土・日・祝日・年末年始は除く）]
　
メールの相談
　◎いのちの希望　ホームページ　http://www.inochinokibou.or.jp/
　◎NPO法人Approach For Life Saver　http://www.afls.jp/

ひとりで悩んでいませんか

●問い合わせ　市健康推進課　☎22−2268　FAX22−2245
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がんを防ぐための 新12か条　９条　ウイルスや細菌の感染予防と治療
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●問い合わせ 市健康推進課　☎22－2268　FAX22－2245

無料クーポン券の有効期限は
平成30年2月28日（水）まで！

対 象 者 生 年 月 日 乳がん 子宮頸がん

平成８年４月２日～平成９年４月１日生 ●
昭和51年４月２日～昭和52年４月１日生 ●

がん検診無料クーポン券の有効期限が残りわずかです！
～若い世代のがんの早期発見・早期治療のため、検診料金を免除する制度です～

★今年度無料クーポン対象者の方は次のとおりです。
　がん検診無料クーポン券は、5月下
旬に、対象の方に冊子 (がん検診等検
（健）診受診券つづり）として個別通知
しています（公印が印刷されています）。
　まだクーポン券を利用していない方は、
期限内にぜひ検診を受けてください。

★個別検診の期限も間近に迫っています！

　無料クーポン券対象以外の個別検診についても、期限が平成30年２月28日までとなってい
ます。まだ、受診していない方は、混雑が予想されますので早めに受診してください。

（個別検診で受けられる項目）
◆ 胃がん（バリウム・胃カメラ）　　◆ 前立腺がん　　◆ ヤング健診　　◆ 大腸がん
◆ 肝炎ウイルス（節目）　　◆ 肺がん　　 ◆ 歯周疾患（節目）　◆ 子宮頸がん　　 ◆ 乳がん
　
※胃がん（胃カメラ）、乳がん、ヤング健診（男性）は事前に健康推進課（本館１階）への申

し込みが必要です。詳細についてはお問い合わせください。

○がん検診等検（健）診受診券つづりを紛失した方は再発行しますので、お問い合わせください。
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がんを防ぐための 新12か条　10条　定期的ながん検診を

施設名 子育て支援センター
ちびっこドーム

子育て支援館
ぶどうの木 鴨島児童館 鴨島南児童館 近久児童館 八坂児童館

場所
川島町桒村
2421番地1

（川島こども園内）　　　　　

鴨島町鴨島440番地２
（認定こども園めぐみ

幼稚園めぐみ保育園北側）
鴨島町知恵島
1208番地2

鴨島町飯尾
550番地76

川島町学字近久
157番地2

山川町安楽寺
165番地

連絡先 TEL 0883-25-6616
FAX 0883-25-6617

TEL(FAX) 0883-38-9117
TEL 0883-24-2435

TEL
FAX 0883-24-2379 TEL

FAX 0883-22-2277 TEL
FAX 0883-25-4985 TEL

FAX 0883-42-6828

開館日 月～土 月～金 月～土 月～土 月～土 月～土

開館時間 9時～ 17時 9時～ 15時 10時～ 18時（月～金）
13時～ 18時（土曜日） ９時30分～ 18時 9時～ 17時30分（月～金）

13時～ 17時30分（土曜日）
10時～ 17時30分（月～金）
13時～ 17時30分（土曜日）

1 月
2 火
3 水
4 木 D親子 自由遊び D親子 自由遊び D 自由遊び Ｄ 自由遊び D 自由遊び D 自由遊び

5 金 D親子 自由遊び D親子 自由遊び Ａ★親子
幼児

お正月あそび＆冬
の森の広場づくり Ｄ 自由遊び D 自由遊び P★児 お正月遊び

6 土 D親子 自由遊び Ｐ 自由遊び A ★ 児・
親子 新春楽しみ会 A★児・親子 新春

お楽しみ会 P 自由遊び

7 日
8 月

9 火 A親子 絵本の
読み聞かせ Ｄ親子 自由遊び

身体測定 D 自由遊び Ａ親子　　ほっとティー
ブレイク　 　　　　　　　　D 自由遊び D 手芸の日

10 水 Ａ親子 子育て何でも相談
こども園園庭開放　

Ａ親子
2歳児

コアラ
ルーム D 自由遊び Ａ親子

Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び P★幼・児 おやつ作り

11 木 Ａ★親子 たこを作って
遊ぼう

Ａ親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム Ａ★親子 楽しい

工作あそび Ｐ★児 硬筆教室 P児 茶道 D 自由遊び

12 金 D親子 身体計測 A親子 のんびり
ティータイム D 自由遊び Ｐ★児 おはなし会 A親子　

P児 たこあげ A★親子
P幼・児

ベビーマッサージ
英語教室

13 土 A★親子 楽しい親子の筆ペン
硬筆教室 Ｐ 自由遊び Ａ★親子

Ｐ★児 お誕生会 P 自由遊び P 自由遊び

14 日

15 月 A親子 ゆきこおばちゃ
んと遊ぼう Ａ親子 園庭開放

子育て相談 D 自由遊び Ｐ★児 絵画教室 A 親子 英語教室 D 自由遊び

16 火 D親子 自由遊び A★親子 ファースト
トーク D 自由遊び

Ａ★親子
Ａ親子
Ｐ★児

リトミック
ほっとティーブレイク                  
書道教室

P児 英語教室 D 自由遊び

17 水 A親子 こどものため
の食育サロン Ａ★親子　　お誕生日会 Ａ★乳親 助産師による産後身

体メンテナンス教室
Ａ親子
Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び P幼・児 ダルクローズ

リトミック

18 木 A★親子 赤ちゃんヨガ＆
ベビーマッサージ

Ａ親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム D 自由遊び Ａ★親子

Ａ親子
乳幼児子育て広場       
育児相談 D 自由遊び D 自由遊び

19 金 P親子 ビーズボールの
ヘアゴム作り Ａ★親子 たのしい

クッキング D 自由遊び Ｐ★児 茶道教室 P児 プチ生け花 D 自由遊び

20 土 D親子 自由遊び Ｐ 自由遊び Ａ★親子
Ｐ★児 クッキング P 自由遊び P 自由遊び

21 日
22 月 D親子 自由遊び Ｄ親子 自由遊び D 自由遊び Ｄ 自由遊び D 自由遊び P★児 絵画教室

23 火 A★親子　
P★親子

ピラティス体験会
Let's enjoy English Ｄ親子 自由遊び D 自由遊び Ａ親子　　ほっとティー

ブレイク　 　　　　　　　　D 自由遊び DP幼・児 手芸の日
子育て広場

24 水 A親子 こども園
園庭開放

Ａ親子
2歳児

コアラ
ルーム Ａ★親子 ティータイム＆

クッキング
Ａ親子
Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び D 自由遊び

25 木 D親子 身体計測 Ａ親子
0,1歳児

カンガルー
ルーム

A親子
Ｐ児

絵本の読み聞かせ
茶道クラブ Ｐ★児 硬筆教室 D 自由遊び P 絵本の日

26 金 A★親子 誕生会
写真撮影 Ｄ親子 自由遊び Ｐ★児 生け花クラブ Ａ★親子　リズム体操 D 自由遊び P幼・児 おやつ作り

27 土 D親子 自由遊び Ｐ親子幼児 おもちゃ病院
が来るよ！ Ａ★親子　ぴよぴよ広場 P児 愛館日 P 自由遊び

28 日

29 月 D親子 自由遊び Ａ親子 園庭開放
子育て相談 D 自由遊び Ｄ 自由遊び P親子・児 おやつ作り P幼・児 やさかあそべぇ

（運動教室）

30 火 A親子 リトリト☆
リトミック♪ Ａ★親子 ファースト

サイン Ｄ 自由遊び Ａ親子　　ほっとティー
ブレイク　 　　　　　　　　A親子 絵本の

読み聞かせ D 自由遊び

31 水 A親子 子育て広場
「感覚遊び」

Ａ親子
2歳児

コアラ
ルーム Ｄ 自由遊び Ａ親子

Ｐ★児 英会話教室 D 自由遊び D 自由遊び

※詳細については、直接施設までお問い合わせください。※上記の行事予定が、やむを得ない事情により予告なく変更となる場合がありますのでご了承ください。

吉野川市 子育て支援施設 １月の行事予定
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がんを防ぐための 新12か条　11条　身体の異常に気がついたら、すぐに受診を
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夜間・休日在宅当番医表

12月・１月

☆平日／ 18時～22時  ☆休日／ 9時～13時、14時～18時、19時～22時
☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
　（☎26−1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22−2268　℻22−2245

12月 １月 医　院　名 電話番号
13 16 梶 本 胃 腸 科 内 科 24−2413
14 19 美 摩 病 院 24−2957
15 18 古本内科クリニック 24−7377
16 17 和 田 耳 鼻 咽 喉 科 24−2566
⑰ 中西内科クリニック 42−6755
18 23 渡 辺 医 院 24−7177
19 22 四 宮 医 院 25−2016
20 20 矢 田 医 院 25−2006
21 25 松 永 医 院 42−2110
22 24 杉 山 医 院 25−2802
㉓ 鴨 島 耳 鼻 咽 喉 科 24−8070
㉔ いぬい産科婦人科クリニック 22−1230
25 26 木 村 内 科 胃 腸 科 24−6413
26 30 阿 部 整 形 外 科 24−4880
27 29 鈴木内科（敷地） 24−5880
28 27 谷 医 院 42−2353

12月 １月 医　院　名 電話番号
29 31 鈴木内科（喜来） 24−3413
30 岸 整 形 外 科 25−3133
㉛ 石 原 小 児 科 24−2388

① 糸 田 川 眼 科 24−2531
② 石原内科循環器科 24−2536
③ グリーン耳鼻咽喉科 24−2488
4 富 本 医 院 42−3123
5 鴨 島 病 院 24−6565
6 大 内 整 形 外 科 24−3058
⑦ リバーサイドクリニック岡田 24−8884
⑧ 森 住 内 科 医 院 22−3010
9 工 藤 内 科 医 院 42−3113
10 高橋皮膚科クリニック 24−5122
11 知恵島皮膚科診療所 36−9012
12 井 内 内 科 24−3070
13 よしのがわ往診診療所 36−1850

12月 １月 医　院　名 電話番号
⑭ 麻名内科外科クリニック 26−0020
15 糸田川クリニック 24−7555
㉑ さ く ら 診 療 所 42−5520
㉘ かなめ小児科内科クリニック 26−0310

●徳島市夜間休日急病診療所（☎088−622−3576）
●県立中央病院（☎088−631−7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉　9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
●吉野川医療センター（旧麻植協同病院）（☎26−2222）
　診療日　日曜日
　診療時間　９時～16時（直接問い合わせてください）

●問い合わせ　市介護保険課（地域包括支援センター）　☎22−2265　FAX22−2260

小児救急医療体制

１月の介護予防教室

１月のリハビリ教室
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月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
4 木 13:00 〜 14:30 鍛治屋敷公会堂 川 島

健
　
　
　
　
康
　
　
　
　
相
　
　
　
　
談

介 護 予 防 体 操
5 金 9:00 〜 10:30 川島公民館岡山分館 川 島 栄 養 の お 話
9 火 9:00 〜 10:30 川島老人福祉センター 川 島 栄 養 の お 話

10 水 9:00 〜 10:30 川島公民館久保田分館 川 島 口腔（こうくう）ケア
11 木 9:00 〜 11:00 西麻植地区公民館 鴨 島
12 金 9:00 〜 10:30 三ツ島西公会堂 川 島 栄 養 の お 話

15 月
9:00 〜 10:30 南町集会所 山 川 口 腔 ケ ア

13:00 〜 14:30 飯尾敷地地区公民館・飯尾敷地コミュニティーセンター 鴨 島 介 護 予 防 体 操
16 火 13:00 〜 14:30 山川公民館 山 川 栄 養 の お 話
17 水 9:10 〜 10:30 中古井広域集落センター 美 郷 口 腔 ケ ア
18 木 9:00 〜 10:30 忌部農業構造改善センター 山 川 介 護 予 防 体 操
22 月 13:00 〜 14:30 知恵島老人憩の家 鴨 島 介 護 予 防 体 操
23 火 9:00 〜 10:30 川島公民館山田分館 川 島
24 水 9:00 〜 10:30 こだま会館 川 島 栄 養 の お 話

25 木
9:00 〜 10:30 牛島地区公民館 鴨 島 口 腔 ケ ア

13:00 〜 14:30 山路東原集会所 鴨 島 楽 し い 脳 体 操
26 金 9:00 〜 10:30 森山地区公民館 鴨 島 楽 し い 脳 体 操
29 月 9:00 〜 10:30 鴨島老人福祉センター 鴨 島 口 腔 ケ ア

※健康手帳をご持参ください。　　※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康相談の受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

１
　
　
月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
9 火 9:00 〜 11:00 元木会館 山 川

・血圧測定
・理学療法士による個別運動指導
・集団体操

12 金 9:00 〜 11:00 川島公民館本町分館 川 島
15 月 9:30 〜 11:30 西麻植地区公民館 鴨 島
17 水 13:30 〜 15:30 山瀬地区公民館 山 川
22 月 13:00 〜 15:00 大東・江川公会堂 鴨 島
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図  書  だ  よ  り

◆開館時間　午前10時～午後６時
◆12月、１月の休館日
　水曜日、祝日、月末資料整理日（１

月30日㈫）、年末年始（12月28
日㈭～１月３日㈬）

◆二人展「麻植の神社」 川村泰史×
阿部和剛
とき　12月４日㈪～ 12月24日㈰
ところ　川島図書館１階ロビー

◆「川島図書館職員によるおはなし会」
　とき　12月17日㈰
　　　　午前11時～ 11時30分
ところ　川島図書館２階

◆かるた大会
とき　平成30年１月21日㈰

　　　　午前10時30分～ 11時、
　　　　午後２時30分～３時
ところ  川島図書館２階

※行事は全て無料。

◆開館時間　午前10時～午後６時
◆12月、１月の休館日
　月曜日、祝日、月末資料整理日（１

月31日㈬）、年末年始（12月28
日㈭～１月３日㈬）

◆クリスマス会
12月16日㈯
午後２時から約１時間
※午後１時45分からプレゼント
引換券配布（先着50人）

◆おはなし会
平成30年１月13日㈯午後１時
30分から（約30分間）／毎月第
２土曜日開催

◆子ども映画会
平成30年１月６日㈯（ぴったんこ！
ねこざかな）、１月20日㈯（おじゃ
る丸スペシャル 銀河がマロを呼ん
でいる）（午後２時から約１時間）

鴨島図書室（鴨島公民館内）
☎24−5111　FAX24−5113 川 島 図 書 館

☎25−3141　FAX25−5382
山 川 図 書 館

☎42−5222　FAX26−4101◆開室時間　午前10時～午後６時
◆12月、１月の休室日
　火曜日、祝日、年末年始（12月
28日㈭～１月３日㈬）
◆ボランティアグループ「よみっこ

★か～も」による絵本のよみきかせ
の会
とき　平成30年１月13日㈯
　　　午前10時30分
ところ　２階和室
参加費　無料

◆新刊案内
　【一般書】
　　「盤上の向日葵」　柚月裕子　著
　　「ヒストリア」　　池上永一　著
　　「緑の窓口」　　　下村敦史　著
　【児童書】
　　「メアリと魔女の花」
　　　メアリー・スチュアート　著
　　「羽生善治はじめての子ども将棋」
　　　　　　　　　　羽生善治　著



慶事法事・各種宴会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

ごみのことならおまかせください!

5,400 4,320 5,400 6,480

保険のプロがお客様の立場で加入中の保障内容の

説明や見直しの仕方まで丁寧にアドバイスしてくれます。
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大切な思い出を心ゆくまで語り合っていただけたら…

TEL. 0883 24-8989
吉野川市鴨島町鴨島471-2

法要・ご会食プランのご案内
●5,400円コース………
●6,480円コース
●7,560円コース

8品 ●無料送迎バス（少人数
●お料理は旬の素材を用いますので、
季節により料理内容が変わります。

●法要引き出物ご手配させて頂きま
●お弁当の宅配も承ります。

料理長の会席おすすめ3コース（各コース 税・サ込）

………

……

9品
10品

可）

す。


